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理事長あいさつ
新年明けましておめでとうございます。

合異の皆さまにおかれましては、お健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

当シルバー人材センターは、昭和57年2和こ設立されて玖来、会頁の昏さまの就翠に対する意欲的な東京＼

組みと誠実で丁寧な仕事ぶりが粂草者に高く評価されてまいりました。これも皆さまの地連な努力の賜物と感謝

申し上げます。

平成21年度の事業実続は、金異数11，183人、突給金親37億1千万円となり、全国的な経済準泥の低迷

の影響を受け、夷約金鉄は前年度を大幅に下回ることとなりました。史に今年度に．つきま′しても昨年度を下回る

水準で推移しています。

このような状況の下、金賞の皆さまの就業の場を確保するため、一昨年7鯨）シルバー八東センタ÷内は「神

戸市シルバー人材センター就業開拓推進プロジェクト」を設乱、各センター・金蔵異が⊥丸とな三て新風難

業開拓への凝り組みを進めています

合異の皆さまにおかれましても、就業機会の確保のため、一層の自主的な東け組みと、シルバ二軍尭肱大に

むけたご協力、ご支援をお願いいたします。

最後になりましたが、金具の皆さまのますますのご健勝とご活躍、また本年が皆棟にとって幸多い年となります

ことを薪愈いたしまして新年のご挨拶とさせていただきます0　　　　財団法人　神戸いきいき勤労財団

理事長　熊取谷　護

12月分 1月分 2月分 3月分 4月分
1月 1 9 日 （水 ） 2月 1 5 日 （火） 3月 1 5 日 （火） 4 月 1 5 日 （金 ） 5月 1 9 日 （木）
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明けましておめでとうございます。金男の皆薇におかれましては健やかな新年を迎えられたこととお慶

び申し上げます。

さて、東部センターは東灘区・灘区を担当しておりますが、お蔭薇で金異数は丑年順調に増加の

頗向にありまして、昨年の10月未では2，367名と1年前に比敦して66名の増かとなっております。

一方、景気のほうは停滞したままでなかなか上向く気配が見えてきませんが、そうした状況を受け当

センターの受注額も平成20年度をピークに減少している

状況にあります。

公異さんが増加するなかで就業開拓に努力を続けて

＼、ますが、結果軌二はなかなか受注額の増大まで繋が

らない厳しい状況にあります。

このような現状を打開していくには、事務局と金具の皆

薇が一体となって地域や金覚等多方面にわたり働きか・

けていくことも炎垂です。今後とも東部センタ一瓶異が

連携して就貴磯谷の拡大とともに安全就菜に努めてまい

りますので、変わらぬご文媛・ご協力をおねがいいたします。

東灘匠、灘区を担当

＝〒658－0026

神戸市東灘区魚崎西町1丁目1番58号
（六甲ライナー南魚崎駅西側100メートル）

電話岳‾5‾ナ二3‾601　／＿ノ　曹

Fax・857‾3602　／′ノ　磯曹

溺柑那逗
閻1曽1
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新年明けましておめでとうございます。

合異の皆碇におかれましては、益々ご健勝で、良いお年を迎えられた事とお喜び申し上げます。

昨年は一昨年の景気低速からの脱却に向けて、私でも中部センターの職責一同も一丸となっ

て合異の確保と就業磯合の増加に努めてまいりました。この一環である駅頭宜伝活動も全景のご

協力を得ながら何度も符いました。早朝から活動いた
中食匠、兵崖匠を担当

だいた方々にはこの場を借りて御礼申し上げます。

お陰をもちまして、一昨年から続いていた就黄機会の

減少傾向には少し歯止めが掛かってきたように見受け

られますが、まだまだ不十卦な状況です。今後とも減異

のみならず金具の皆聴ともどもの活動を展開してまいり

たいと考えていますので、本年も昨年と同強のご協力、

ご支援を賜りますようお願いしまして、新年の挨拶といた

します。

薪日、＼′
‾＼J　一、．ノー＼、ノ／‾→＼＿／「」ノー　J

中部センタ±璽什
こ「

市営地下鉄＝・－ノ

9東山バス停

：兵庫区役所

〒652－0042

神戸市兵庫区東山町4丁目20番1号
（漠川児童館2・3階）
電話521－8000
Fax．521－8330
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新年、明けましておめでとうございます。

金具の皆薇におかれましては、お健やかに新年を迎えられたことと存じます。

西部センターは、五センターの中で最も古いセンターで、約四半せ紀前の昭和61年7月に開設

されました。神戸で大学生のスポーツの祭典「ユニバーシアード神戸大金」が開催された翌年で、

海外ではフィリピンに女性のアキノ大統領が淡生した年です。歳月の速さとともに、この間の日本社

会の高齢化の急速な進展を痛感いたしております。

65歳玖上の方々が人口に占める割合が21％を超える湯谷は超高齢社会と呼ばれており、わが国

はすでに2007年に超高給社食に変人しております。この

ため、高給者の社会参加と役割もますます重要なものと

なってきております。

当センターは、長田区・須磨区・垂水区の3区を担当

しており、金真数はおよそ4，000人で、神戸市全体の三分

の一を占めておIはす。昨今の社公経済情勢はもとより、

雇用環境の変化もあり、埴めて厳しい情勢下ではありま

すが、これからも金具の皆強の就業拡大に努めてか、り

たいと考えております。

最後に、シルバー人材セシター事案の粂展のため、

金異の皆嬢のご理解とご協力をお願い申し上げますとと

もに、新しさ年が、干支の“うさぎ”にちなみ、跳躍の年に

なることを念願いたしております。

長田区、須磨区、垂水区を担当
市営地下鉄

〒653－0039
神戸而長田区日吉町3丁目1番10号

（市営日吉住宅1階）
電話621－6880
Fax．621－2277

鴨
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新年あけましておめでとうございます。

合異の皆薇には、お健やかに新森をお迎えのこととお慶び申し上げます0

当センターも平成10年10月に開設されて今年で13年目を迎えます。北区の合異数は増か傾向で、

ここ数年は2，000名前後の状況です。一方、金異の皆薇の就業していただく就業の場の確保につき

ましては、丑年の社会経済状況の変化によって大変厳しくなっています○

一昨年玖降の景気の低迷に対して就芙磯谷の確保を図るため「就業開拓推進プロジェクト」を

スタートさせ、受注の確保に努めているところです。

鱒然として減少頗向が続いていますが、新しい轟注も

出て参り、ようやく下げ止まりが見えてきたように思えます。

北区は面嶺で市全体の44％を占め、各区の中で最も

広いため、北神地親へのシルバー人材センターのサー

ビスが行き届いていなかった面がありましたので、昨年

4月「北神地蔵便利殊」を立ち上げました。社食は高齢

化社会に向かっていることから、この「北神地域便利錬」

の果たす役割は益々大きくなってくると予絶しています。

今年も金異の皆薇におかれましては、くれぐれも健康

に留意されお元気でご活躍いただきたいと願っておりま

す。どうか本年もよろしくお願いいたします。

ー　5　一

●コープこうJヾ

≡　ニ　J

〒651－1114

神戸市北区鈴蘭台西町1丁目22番1号
（北区民センター東隣）
電話596－3181
Fax．594－5125
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新年明けましておめでとうございます。

金具の皆薇には、お健やかに新春をお迎えのこととお慶び申しあげます。

旧年中は、シルバー人材センター事業の推進にご尽力を慮り深く感謝申し上げます。

当センターも平成9年に開設されて今年で14年可を迎えます。西区の金・異数は、常に増か傾向にあり、

ここ数年は2，000名前後の状況となっています。一方、金具の皆薇の活躍の場の確保につきましてl．ま、丑

年の社公経済状況の変化の中で大変厳しくなっています。

こうしたことから、時代の変化に相点した事業の推進を図るため、一昨年の7月から、「就業開拓推進プロ

ジェクト」をスタートさせ、事業の新たな活性化に向けて、センター成東一丸となって取り組んでおります。そ

の結果、当センターの受注状況は、経済状況の低迷が続くなかですが、平成20年度玖隆の減少頗向が、

少しずつではありますが回復・改尊の兆しが見えてまいりました。

当センターのプロジェクトでは、各種事貴所での就業の

場の開拓強化と合わせて、特に、急激な高齢化社会が温

む中で、幅広い区民の皆薇の「暴らしの鹿渡」の強化鱒兎
を大きなテーマとしております。

区民の哲哉のシルバー事業への最大の期樽は、「安心」

と「丁寧」です。今年もこうした期待に養えられるように、金具

の皆様と英にカを合わせてまいる所存です。

そのためには、何よりも金具の皆棟の作業中の安全確保

が第－です。昨年、当センターは、兵庫県シルバー人材セ

ンターが推進する「事故0運動」に於て、栄えある最後泰資

を受受しました。本皮糞を大きな励みとして、今年も全英の哲

哉と共に安全就業の更なる徹底に努めてまいl姥いと考えて

います。

最後になりますが、新しい年が、金賞の皆蔵にとって幸多

き年となることを心より前金申し上げご躾拶といたします。

西区を担当
第1駐車場A

麿転変＝慧鷲
〒651－2273

神戸市西区糀台5丁目6番1号
（西区民センタービル内6階）
電話993－0066
Fax．997－0082

曹
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平成22年中の就業に対して配分金を受け取られた方は申告をお願いします。なお、所得税法

上の配分金取り扱いについて簡単にお知らせします。

窃配分金の取り扱い
シルバー人材センターで就業した場合、会員のみなさんとセンター、または発注考との閏に雇用関

係は生じません。会員のみなさんが受け取られた配分金は、所得税法上「雑所得」として取り扱わ

れ、必要経費として最高65万円までの特別控除が認められます。

臼控除額
配分金以外に所得税法の対象となる所得がない場合は、基礎控除38万円と特別控除65万円を

あわせて103万円の控除額となります。配分金以外に所得税法の対象となる所得がある場合は、基

礎控除38万円、特別控除65万円（上限は配分金額）、公的年金等控除（下表参照）、その他の所

得控除をあわせた額が控除額となります。

田公的壷金等の控除額一覧表

ト年齢が65歳未満の場合（生年月日が昭和21年1月2日以降の方）

公的年金等の収入額 公的年金等の控除額

～130万 円以下 70万円

130万円超～4 10万 円以下 公的年金等の収入額×25％＋ 37．5万円

4 10万円超～770万 円以下 公的年金等の収入額×15％＋ 78．5万円

770万円超～ 公的年金等の収入薇× 5％＋155．5万円

ト年齢が65歳以上の場合（生年月日が昭和21年1月1日以前の方）

公的年金等 の収入額 公的年金等の控除額

～330万 円以下 120万 円

330万円超～410万 円以下 公的年金等の収入額×25％＋ 37．5万 円

4 10万円超～770万 円以下 公的年金等の収入額×15％＋ 78．5万 円

770万円超～ 公的年金等 の収入額× 5％＋155．5万 円

8管轄税務署一覧表
配分金の所得税法上の詳しい取り扱いについては、最寄の税務署にお問い合わせください。

区 管轄 税務 署 ・電 話 番号 区 管 轄 税務 署 ・電 話 番号

≡き・∃ぎ 芦 屋税 務 署 0 79 7 （3 1）2 13 1 長 田税 務 署 （69 1）5 15 1

1ヨ… 灘　 税 務署 （8 6 1）5054
須 磨税 務 署 （7 3 1）4 33 3

－ 神 戸 税 務署 （39 1）716 1
ゞ

＿l
兵 庫税 務署 （576）513 1 【▲ヨ 明石税 務 署 （9 2 1）2 26 1

田配分金支払証明書
平成22年中に就業のあった方全員に、所得税の確定申告用の「配分金支払証明書」を1月末

頃に別途郵送いたします。

なお、配分金支払証明書には、平成22年12月就業分の配分金額が含まれています。これは、年

内にその金額をお支払いしてはいませんが、収入が確定しているためです。
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1．調査の対象となる方

を実施します

シルバー人材センターでは、会員の

みなさんに1年に1回、会員登録を継続

されるかどうかを確認しなければなり

ません。本年も会員継続調査を実施い

たしますのでご協力いただきますよう

お願い申し上げます。

平成22年9月30日までに入会された方のうち、平成22

年10月から平成23年1月までの4ケ月間に就業する機会

のなかった方。

21雷量方法一　　一■二二⊂迦Ⅶ＝一一一・一－

対象となる方には、2月中旬に調査票（往復はがき）を郵

送いたします。調査事項にご回答のうえ旦ず締切日まで

にご返送ください。回答がない場合は、会員を継続する意

思がないものとして登録を取り消しますのでご注意ください。

3．締切日

平成23年3月10日（木）期日厳守でお願いします。

シルバー人材センター会員交流会　参加者の募集について

シルバー人材センターでは、会月の皆さん方の相互の交流と親睦を深めるため、

「会員交流会」を実施します。

1　日　　時　平成23年2月26日（土）11：00～16：00

2　場　　所　神戸市立フルーツフラワーパーク

3　費　用　3，000－（昼食・温泉入浴付き）

☆費用は当日、徴収します（つり銭なきようご用意下さい）

4　募集人員　60人（※10人集まらない場合は中止となります）

電話にて先着順で受け付けます

5　行　程11：00三宮～11：30神鉄鈴蘭台駅～フルーツフラワーパーク

15：00フルーツフラワーパーク～15：30神鉄鈴蘭台駅～16：00三宮

※申込時に乗降場所（三宮または鈴蘭台）をお知らせ下さい。

6　その他　申込後、会員の皆さんの都合によりご欠席された場合、参加費用は

申し受けますのでご注意ください。

露天風呂（天然温泉） 昼食（イメージ）

8　－


